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第39回　雲山会の報告です　　　　レポ、梶谷（２９期）
５月１８日　　美山　大段谷山795m.0

 　　　　　　　　梶谷Ｌ、柳楽、荒木、荒木、池田、太田、矢田、矢田
朝、「かやぶきの里」駐車場にいかした男女が集まり一路、佐々里峠へ。
天気がよく暑さが懸念されたが適度に風があり快適ハイクが楽しめた一日となった。
峠からコンター８４０ｍ峰までは杉の植林の中を歩くので気分は今ひとつ。
コンター８４０ｍ峰にて道は、小野村割岳931.7mに続く東尾根（仮称）と
大段谷山に続く北西尾根に分かれる。
ここは、「台杉」見物をしようと東尾根を歩いた。
稜線には、長さにして幹周りが４ｍを越える大杉が多く
また、ブナ・ホウ・カエデ・ミズナラ・コナラ・シャラといった
自然林の新緑で芦生の森は輝いていた。
耳をすませば啄木鳥が巣作りのため木を突っつく音が聞こえてくる・・・
「台杉」までは足を伸ばせなかったが東尾根の素敵な雰囲気を楽しみ
コンター８４０ｍ峰に引き返し大段谷山に向う。
北西尾根は最初、杉の植林が目につく。私の記憶では、いい山だったはずだが・・・
八神純子の歌のフレーズではないが
「思い出は美しすぎて、それは悲しいほどに」
都合の悪い事だけをきれいに忘れ去った自分の頭に感心してしまった。
灰野下山口を通り過ぎてようやく自然林となってきた。
食後、ひと登りで大段谷山に到着。
頂上は、二次林ではあるが、ブナやホウ、ミズナラに彩られた
素晴しい森だった。稜線から灰野へ下りる道は急勾配なところもあったが
みんな楽しんでおられたと思いました。
森林軌道に出て京都大学芦生演習林事務所に着く頃には夕方になっていましたが
みんな、山に心を癒されいい顔をしていました。
